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両親学級でのチャイルドシート指導

市川　知則1），佐々木和枝2），廣田　恵美2）

森谷　美希2），榎本　裕香2），辻　　恵雨3）

〔論文要旨〕

　チャイルドシートの適正使用には，適切なシLトの選択が重要である。われわれは平成19年1月から，

出生前の両親学級にお恥てチャイルドシートの購入アドバイスおよび後部座席シートベルトの着用指導

を中心とした子どもの車内安全講習を開始した。20分の講義終了後にアンケート調査を行い，154組の

両親から回答を得た。初産が92．1％，多胎が1Q．8％であり88．3％の家庭がチャイルドシート未購入であっ

た。中古市場の利用を考えていた家庭が33．1％，後席のシートベルトが不十分だった家庭が81．2％であ

り，講義内容や配付したパンフレットには95％以上の家庭から良い評価を得ることができた。初産や未

購入者が多く，運転に直接かかわる父親へ語りかけることができる両親学級は，指導の場として適当で

あると考えられた。
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1．緒 言

　2000年4月から道路交通法第71条3第4項に

より，6歳未満の乳幼児に対しチャイルドシー

ト（以下CS）の装着が義務化された。しかし

2007年の警察庁と日本自動車連盟による調査で

も，1歳未満の乳児におけるCS適正使用状況

は十分とは言えない1）。また2006年忌シートベ

ルト着用状況の調査では，後席のシートベルト

着用率が一般道で7．596，高速二等でも12．5％

と低いことがわかっている2）。

　2002年から，われわれの施設では退院指導の

一環として，退院する児の乗車中の安全を確保

するために，CSの購入から装着にいたるまで

の総合的なアドバイスを開始してきた。その中

で，CSの適正使用には，まず適切なシ㌣トの

選択が重要であり，購入段階から，特に父親に

’アドバイスを行ってゆく必要性を認識してい

た3）。また，多胎などのケースには，より細か

に対応することが求められた4）。

　このような指導を行ってゆく中で，来院途中

での交通事故により，シートベルトをしていな

かった後席同乗の母親が重傷を負う事態を経験

した。そこで今回われわれはさいたま市内で開

催されるいくつかの両親学級において，米国で

行われている。～16歳の車内安全講習（Child

Passenger　Safety5））に準じ，　CSの基礎知識や

選択方法，後席同乗者のシeトベルト着用指導

に重点を置いた子どもの車内安全講習を導入し

た。そして，アンケート調査により本講習の意

義を検討した。
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五．対象・方法

　2007年1月から7月まで，さいたま市立病

院で毎月開催される「両親学級」，さいたま市

主催の多胎教室「ふたこっちクラブ」，赤ちゃ

ん用品店主催で3か月毎に開催される両親学級

「赤ちゃん大学」において，CSの選択基準と後

席同乗者のシートベルト着用を中心とした子ど

もの車内安全講習を行った。

　両親学級の時間内に，われわれが作成した

パンフレットを用いて約20分間講義を行った

（図1，2）。衝突理論や赤ちゃんの特徴などを

ふまえたCSの基礎知識を説明し，選択基準

として木村らの指導法6）を参考に「車との適合
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　　　　　図2　実際の講義風景

　受講者にパンフレットを配付，モデルシートを提

示しながら説明を行う。

性」，「子どもの体格との適合性」，「新品である

こと」，「簡単に取付けできること」の4点に集

約し解説した。さらに多胎や小型車での注意点，

後席同乗者のシートベルト着用推奨について説

明を行った。講義後に参加者へのアンケート調

査を行った。

皿．結 果

　期間中に，さいたま市立病院の「両親学級」

で8回，「ふたこっちクラブ」で2回，「赤ちゃ

ん大学」で3回の合計13回講義を行った。参加

188組中156組の両親から回答を得ることができ

た（回収率83．0回目。自家用車を保有しておらず，

CSを使用する予定のない2家庭を除外した154

家庭で集計を行った。父親の平均年齢は33．3歳

（24～46歳），母親の平均年齢は31．3歳（22～40

歳），平均在胎脚数は30．0週（16～38週）。初産

が92。1％，多胎は10．8％含まれた。88．3％の家

庭がCSを未保有であった。

　アンケート結果（図3）では，．オークション

や中古市場を利用しようと考えていた家庭が

33．　1％，講習を受けるまで後席のシートベル

トが不十分だった家庭が81．2％であった。講

義の内容が面白かったと答えた家庭が98．0％

（「とても」72．1％，「少し」26．0％），CS購入

の参考になったと答えた家庭が97．4％（「とて

も」82．5％，「少し」14．9％），パンフレットが

見やすかったと答えた家庭が98．1％（「とても」

69，5％，「少し」28．6％）であった。

1V．考 察

　日本では2000年のCS法制化以降，さまざま

な種類のCSが市場に出された。新生児に対応

するCSとしては，乳児専用ベビーシート，乳

幼児兼用チャイルドシート，チャイルドベッド

型シートの3種類が主に販売されている7）。乗

車する車，および児の体格に適合し，安全基準

を満たしているものが最良のシートとなるので

あるが，家族は売り場に並ぶ多種多彩なCSと

それに関連する情報に翻弄され，何を基準に選

ぶべきかを見失っている。今回の試みは，根拠

に基づいて，簡潔に選択基準を説明することに

主眼を置いた。

　また，安全基準の進化もあまり知られていな

い。法制化当時の「2000年運輸省型式基準」，

その後の「2003年国土交通省型式基準」と基準

■とても　露少し　麗あまり　ロ全くない　翻無回答

中古市場を利用したいか？

後席シートベルトをしていたか？

講義の内容は面白かったか？

シート購入の参考となったか？

パンフレットは見やすかったか？

O％　10％　20％　30％　as％　50％　60％　70％　80％　oo％　100％

　　　　　　　図3　アンケート結果
中古市場を利用しようと考えていた家族は全体の33％。

後席同乗者のシートベルトは82％で使用されていなかった。

講義の内容やパンフレットなどにつ．いては概ね好評であった。
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　　　　　　図4　1SOFIXシステム
トップテザーとアンダーパーで簡便かつ強固に固定される。

は強化され，2006年10月から最も厳しい欧州基

準である「ECE　R44／04基準」の導；入が開始さ

れた8）。2012年7月から完全施行されるこの基

準は，年齢基準の統一化，衝突実験の判定方法

の変更や後方衝突の導入，シートの材質やバッ

クルの硬さ，これまで自動車メーカーによって

異なっていたトップテザーやアンダーパーの

仕様を統一化し，汎用性を高めたISOFIX規格

（図4）の導入など，CSや自動車メーカーに対

してより安全性や利便性を求めている。

　中古市場は今回の調査では思ったほど浸透し

ていなかった。これは初産の家族が多かったこ

とに起因すると思われる。事故によって発生す

るすさまじい衝撃に対する安全性を考慮する

と，新品で軽量，低重心，取付け容易なCSが

選択されるべきである。それにもかかわらず，

市場では高価で重く，大きく，多機能なCSが

好まれる傾向にある。その結果として，使用し

なくなったCSを買い取り再販する中古市場の

存在が，ここ数年大きくなってきた。われわれ

の施設でも退院指導を行っていると，部品や説

明書が欠け，安全基準の古い中古品を廉価で購

入した家庭によく遭遇する。米国小児科学会で

は家族向けに中古CSの選択方法を規定してい

るが9），国や学会からの指針がなく，リコール

の情報も消費者に行き届いていない日本におい

て，中古市場を利用することは勧め難いのが現

状だ。

　このような実情を理解してもらう意味でも，

われわれはCS購入前からの家族への早期介入

が必要であると感じていた。特に自動車部品の

購入に関心の強い父親に情報を提供してゆくこ

とが大切である2）。両親学級を機会とした今回

の試みは，92．1％が初産，88．3％がCS未所有

という絶好の機会となった。特にCSの選択が

より困難となる多胎例には特別な指導が必要で

あり4），個別のアドバイスをすることができた。

講義内容やパンフレットも概ね好評であり，後

席シートベルトの必要性も含め，家族全体で車

内の安全を考えてもらう良い時間とすることが

できた。

　一方，マンパワーの不足は大きな問題である。

個人で行うには限界があり，その負担から長期

間継続してゆくことは困難を伴う。小児科医に

よる啓発活動10）とともに，小児科関連学会など

による指針の策定と，ビデオやDVD，ホーム

ページといった電子媒体による情報提供の手段

を整備し，より多くの場においてCSに関する

最新の情報提供ができる体制を整えてゆくこと

が急務であると考えられた。

V．’ 論

　CS購入を中心に，乗車中の家族の安全を認

識してもらう場として，両親学級は良い機会で

あり，積極的に活用してゆくべきである。
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（Summary）

　For　the　proper　use　of　the　cat　safety　p，　eqt．．（C，S）　，

the　choice　of　an　appropriate　seat　is　important．　We

，　started　the　lecture　，Qn　，child　passenget　safety　with

the　points　of　CS　purchase　and　seat　belt　fastening

in　the　rear　seat，　7　times　from　January　in　2007　at

prenatal　parents’　classes．　Questionnaire　surveys

were　performed　in　188　couples　of　parents　after　the

lecture　and　154　answers　were　returned　in　total．

The　proportion　of　the　first　pregnancY’Was一，92．10／o

and　that　of　multiplets　’was　・　10　．　8％　．　’　There　were

136　couples　（88．’30／o）　not　Possessed　CS，　48，couples

（3α8％）　going　to　96t　CS　at　recycle血arket，　and

127　couples’i81．70／o）　not　used　the　rear　seat　belt

properly．　We’got　a　good　evaluatibn　from　’more

than　950／o　of　the　couples　to　the　lecture　contents　and

the　brochure　distributed・．　Coup’　les　participating　in

prenatal　parents’　classes　had　high　rate　of　first　preg－

nancy，　and　therefore　they　had　little．　kr｝Qwleqge　and

experience　about　the　CS．　Such　classeS　are　appropri－

ate’盾秩@an　expert　to　advise　with　parents，　especially

fathers，，　on　child　passenger　safety　．

（Key　words）

prenatal　parents’　class，　car　safety　seat，　purchase

advice
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